
平成™œ年œ月™—日 月曜日 第�—›Ÿ号官 報
小
規
模
個
人
再
生
に
よ
る
再
生
手

続
廃
止

平
成
２
４
年
（
再
イ
）
第
７
号

京
都
府
京
丹
後
市
網
野
町
下
岡
2
8
0番
地
の
３

再
生
債
務
者
袖
中
康
夫

１
主
文
本
件
再
生
手
続
を
廃
止
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
本
件
再
生
手
続
に
は
、
民
事
再
生
法

2
3
7条
１
項
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
。

平
成
2
5年
５
月
1
0日

京
都
地
方
裁
判
所
宮
津
支
部

小
規
模
個
人
再
生
に
よ
る
変
更
再

生
計
画
認
可

平
成
２
４
年
（
再
イ
）
第
３
号

神
奈
川
県
横
須
賀
市
浦
賀
丘
３
丁
目
８
番
４
号

再
生
債
務
者
木
村
重
宏

１
主
文
本
件
変
更
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
5年
５
月
７
日
ま
で
に
書
面
に

よ
る
決
議
に
よ
り
可
決
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た

変
更
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に
定
め
る
不
認
可

の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
5年
５
月
９
日
横
浜
地
方
裁
判
所
横
須
賀
支
部

給
与
所
得
者
等
再
生
に
よ
る
再
生

手
続
開
始

平
成
２
５
年
（
再
ロ
）
第
２
号

千
葉
県
習
志
野
市
大
久
保
２
丁
目
６
番
１
`
1
0
9号

再
生
債
務
者
阿
久
津
紀
男

１
決
定
年
月
日
時
平
成
2
5年
５
月
７
日
午
後
５
時

２
主
文
再
生
債
務
者
に
つ
い
て
給
与
所
得
者
等
再
生

に
よ
る
再
生
手
続
を
開
始
す
る
。

３
再
生
債
権
の
届
出
期
間
平
成
2
5年
５
月
2
8日
ま
で

４
一
般
異
議
申
述
期
間
平
成
2
5年
６
月
1
1日
か
ら
平

成
2
5年
６
月
2
5日
ま
で

千
葉
地
方
裁
判
所
民
事
第
４
部
破
産
再
生
係

平
成
２
５
年
（
再
ロ
）
第
１
０
０
２
５
号

神
奈
川
県
横
浜
市
緑
区
十
日
市
場
町
1
8
6
5

再
生
債
務
者
梶
山
二
郎

１
決
定
年
月
日
時
平
成
2
5年
５
月
９
日
午
後
５
時

２
主
文
再
生
債
務
者
に
つ
い
て
給
与
所
得
者
等
再
生

に
よ
る
再
生
手
続
を
開
始
す
る
。

３
再
生
債
権
の
届
出
期
間
平
成
2
5年
６
月
６
日
ま
で

４
一
般
異
議
申
述
期
間
平
成
2
5年
６
月
2
0日
か
ら
平

成
2
5年
７
月
1
1日
ま
で東
京
地
方
裁
判
所
民
事
第
2
0部

給
与
所
得
者
等
再
生
に
よ
る
再
生

計
画
案
に
つ
い
て
の
意
見
聴
取

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
４
号

栃
木
県
小
山
市
西
城
南
７
丁
目
1
0番
地
4
2

再
生
債
務
者
佐
藤
育
子

１
意
見
聴
取
に
付
す
る
再
生
計
画
案
平
成
2
5年
４
月

1
1日
付
け
再
生
計
画
案

２
書
面
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
民
事

再
生
法
2
4
1条
２
項
各
号
に
定
め
る
事
由

３
２
の
書
面
の
提
出
期
間
平
成
2
5年
５
月
2
8日
ま
で

平
成
2
5年
５
月
７
日
宇
都
宮
地
方
裁
判
所
栃
木
支
部

平
成
２
５
年
（
再
ロ
）
第
１
号

堺
市
北
区
南
花
田
町
1
2
0番
地
７

再
生
債
務
者
千
原
正
範

１
意
見
聴
取
に
付
す
る
再
生
計
画
案
平
成
2
5年
５
月

２
日
付
け
再
生
計
画
案

２
書
面
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
民
事

再
生
法
2
4
1条
２
項
各
号
に
定
め
る
事
由

３
２
の
書
面
の
提
出
期
間
平
成
2
5年
６
月
６
日
ま
で

平
成
2
5年
５
月
９
日

大
阪
地
方
裁
判
所
堺
支
部
個
人
再
生
係

給
与
所
得
者
等
再
生
に
よ
る
再
生

計
画
認
可

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
１
７
号

千
葉
市
緑
区
中
西
町
1
8
4番
地
の
1
0

再
生
債
務
者
下
坂

修
１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
5年
４
月
3
0日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
5年
５
月
８
日

千
葉
地
方
裁
判
所
民
事
第
４
部
破
産
再
生
係

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
で
あ
り
、
甲

は
会
社
法
第
七
九
六
条
第
三
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第

一
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併
を

決
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新

株
式
の
発
行
及
び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ

ん
。こ

の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日

掲
載
頁

一
一
九
頁
（
号
外
第
一
五
七
号
）

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日

札
幌
市
中
央
区
北
一
〇
条
西
二
四
丁
目
三
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

代
表
取
締
役

田
尻

稲
雄

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
丁
目
七
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
エ
ム
エ
ム
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役

田
尻

稲
雄

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
七
日
で
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
://w

w
w
.p
fu
.fu

jitsu
.c
o
m
/ir/g

ro
u
p
/

P
T
H
/

（
乙
）h

ttp
://w

w
w
.p
fu
.fu

jitsu
.c
o
m
/ir/g

ro
u
p
/

P
T
E
/

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
四
丁
目
四
番
一
三
号

（
甲
）
Ｐ
Ｆ
Ｕ
東
日
本
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

大
西

昭
夫

東
京
都
江
東
区
亀
戸
一
丁
目
五
番
七
号

（
乙
）
Ｐ
Ｆ
Ｕ
東
都
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

大
西

昭
夫

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
七
月
六
日

掲
載
頁

一
二
三
頁
（
号
外
第
一
四
八
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
七
月
六
日

掲
載
頁

一
二
三
頁
（
号
外
第
一
四
八
号
）

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
二
丁
目
二
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
メ
ン
テ

代
表
取
締
役

鮫
島
眞
一
郎

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
二
丁
目
二
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

鮫
島
眞
一
郎

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
で
あ
り
、
両

社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
平
成
二
十
五
年
五
月
二
十

二
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
五
年
五
月
二
日

掲
載
頁

六
十
二
頁
（
号
外
第
九
十
三
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
五
年
五
月
二
日

掲
載
頁

六
十
頁
（
号
外
第
九
十
三
号
）

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日

東
京
都
世
田
谷
区
奥
沢
五
丁
目
二
九
番
七
号

（
甲
）
株
式
会
社
ジ
ョ
ル
ソ
ン

代
表
取
締
役

野
村

興
司

群
馬
県
太
田
市
大
原
町
二
二
二
五
番
四
一

（
乙
）
富
國
電
気
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

野
村

興
司

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
五
年
五
月
十
三
日

掲
載
頁

九
十
一
頁
（
号
外
第
九
十
八
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
五
年
五
月
十
三
日

掲
載
頁

九
十
一
頁
（
号
外
第
九
十
八
号
）

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日

東
京
都
江
東
区
辰
巳
一
丁
目
一
番
一
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
・
メ
イ
ト

代
表
取
締
役

早
見

進
一

東
京
都
江
東
区
辰
巳
一
丁
目
一
番
一
〇
号

（
乙
）
株
式
会
社
エ
フ
・
レ
ン
ト
コ
ム

代
表
取
締
役

早
見

命
子

™Ÿ
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